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岩石標本の産地を推理する

松江千佐世1)

五.はじめに

地質標本館では,研究の終わった岩石･鉱物･化

石などあ地質標本を研究者から受入れ,登録･管理

等の諸作業を行ったのち,検索用のファイノレを整備

して,将来の研究をはじめとして各方面からの再利

用の要望に便宜を計ることにしています･登録済み

の地質標本は,1992年6月末現在で,展示公開さ

れている標本と収蔵庫に納められている標本とを合

わ造ると岩石約59,OOO点,鉱物約14,000点,化石約

21,000点の計約94,000点に達しています.これら

は,電算機を利用したr地質標本管理･検索システ

ムｰGEMS(E1ectronicDataProcessingSystemfor

Geo1ogica1MuseumSamp1es一皿)｣(松江ほか,

1988)や｢簡略型地質標本管理･検索システム

<GEMS一皿丁>｣(松江,1990)およびr地質標本画像

情報処理システム<GEMS一皿>｣(松江,1991)に

より管理されています.

こう説明してしまうと話は簡単なように見えます

が,さて実際にこの作業を進めてみますと,システ

ム設計の時には思いもよらたかったようた｢事件｣

がつぎつぎと現れてきて,私たち担当者を悩ま畦ま

す.また,そのような小さた｢事件｣を知恵をしぼ

ってr解決｣していくことによって,なかなか表に

は出にくい,いろいろなこつも身についてきます一

それらは,標本の管理についてふだんから関心を持

っておられる大学の地質関係の教室や博物館,ある

いは個人の収集家にも,いくらかのご参考になるこ

とでしょう.その意味で,これまでのr経験｣のい

くつかを皆様にご披露することにしました.

ただし,これから述べる内容は主として岩石標本

の場合であることを,あらかじめお断りしておきま

す.

たお,電算機を利用した標本管理･榛索システム

の構築と運用に関わる実体験については,坂巻･松

1)地質調査所地質標本館

江(1991)で述べていますので,ここでは省略しま

す.

碧.標本の基礎情報

研究者の方丈が野外に出かけて,岩石試料を採集

してきます.野外から持ち帰ったままの岩石試料

が,一次情報として持っているものに,産地,産

状,採集者,採集番号,野外岩石名(野外で肉眼鑑

定により付けられる岩石名),採集の時期などがあ

ります.これらの基礎情報は,採集者によってしか

得られない場合が普通なので,採集者としては,こ

れらの基礎情報を標本に添えてきちんと伝達できる

ように細心の注意を私って欲しいと思います.標本

名は,かりにそれが分らなくても再同定してつけ直

すことはできますが,特に,産地に関する情報が欠

けた場合は最悪の事態です.その情報を採集者以外

の人の知識で復活することはほとんど不可能なこと

となります.もちろん,産地の分らなくなった標本

はその価値のほとんどを失ってしまいます.

3.標本の受入れ

標本の入手方法としては寄贈･交換･購入なども

ありますが,基本的には,前述のように所内の研究

者から研究が一応終了したものを受入れること一にし

ています.受入れの際に,地質標本とともに登録用

紙(上述の標本の基礎情報などをはじめ,登録に際

し必要な項目を記入するための用紙),採集地点図

および標本ラベルだとの提出を要請しています.地

質標本館側ではこれらに基づいて諸作業を進めるこ

とになります.そして,登録作業の各過程を終えた

ものは,最終的には収蔵庫に収納･管理され,再利

用されることになります.

キｰワｰド:地質標本館,産地名の同定,地質標本管理･検索

システム,標本の登録作業
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3.1登録用紙

提出者が,標本の登録に必要な各項目を記入しま

す.各項目とは,前述の基礎情報(産地,産状,採

集者,採集番号,採集の時期など)のほかに地質時

代,岩体･地層名,標本名,5万分の1地形図名,

測定･分析の種別などがあります.なお,現在使用

している登録用紙は2種類あります.一つは,例

えば,図幅調査の時に得られた標本のようにまとま

りを持った標本の登録をする時に効率的な設計とし

たもので,A用紙(定義用,第1図一A)とB用紙

(個別リスト:1枚で21件分の記入を可能,第1図一

B)が1式になっているものです.他の一つは,用

紙1枚で1件分の標本に対応している個別登録用

のものです.

3.妥採集地点図

岩石標本の採集地点を原則として国内に限り5

標本登録用定義リスト(A)
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万分の1または2.5万分の1などの地形図に記入し

ます.採集地点を地形図上にX印で記入し,採集番

号を併記します(第2図).国外の標本に関しても

産出地点の分る地図がある場合には,そのコピｰな

どに採集地点と採集番号を明記するよう要請してい

ます.

3.3標本ラベル

登録標本と一緒に標本小箱に入れて管理するため

に標本ラベノレ(第3図)が必要となります.それに

は,標本の基礎情報が明記されていることが望まし

いといえます.野外での採集メモとして記入された

ものでも構いませんが,初期清報として採集者の自

筆によることカミ重要な意味を持っています.保存性

を重視しなげればたらない担当者の立場から言え

ほ,ラベルの紙質とインクの性状は大きな意味を持

ち,可能た限り上質のものを使うのが望ましいと言

えます.古来の和紙･墨･朱墨は現在でも保存性か

ら見れば最高に信頼のおける素材ですが,そこまで

いかなくても染料系のインクは避けて製図インクを

用いるとか中性紙を選ぶとかの注意は必要です.止

むたくブリソタ出力を使う場合にも,保存性の悪い

感熱紙を用いてはなりま畦ん.その場合は,トナｰ

タイプの複写機でコピｰして印字をr定着｣させま

す.効率上仕方のない場合もありますが,保存用ラ

ベルにプリンタ出力を使うことに私たちは批判的で

す.理由は,ラベルに｢個性｣がなくなるので万一

の場合,原提出者にさかのぼれなくたるからです.

肉筆の場合はある程度そこから個人名が推定でき,

失われた情報を聞き出せることにつながる場合があ

ります.ですから,0Bの万カの筆跡の収集とファ

イノレ化も私たちの仕事の一部です.

拶一.一

鐵

･影傍

綴､･鱗霧･騒灘

嚢一難蕩

迅.標本情報の入力

最近は,提出された登録用紙に記入された情報

を,岩石標本の受入れと同時に標本検索用ファイル

に入力するようにしています.この段階では,提出

された登録用紙の記入内容に加えて,産地の行政区

に対応する産地コｰド(5桁の数字)なども加えて入

力します.産地コｰドには,都道府県コｰドJIS

X0401(通産省,1991a)および市区町村コｰドJIS

X0402(通産省,1991b)(第4図)を採用していま

す.そして,入力の済んだ標本検索用ファイルを使

って標本とともに保管するための標本ラベルをA4

用紙またはB4用紙に横に2件分づつで,用紙1枚

には10件分または14件分をプリンタにラベノレ出力(第

5図)します.この出力された標本ラベルは,裁断

機を使って1枚1枚に切り離します.こうして作

成された標本ラベルと採集者から提出された標本ラ

ベルの両方を,登録標本と一緒に保管することに在

ります.

5.情報入力の実例から

岩石標本として登録されている最初の部分である

GSJR1～1170について情報入力を行い,標本検索

用ファイルを作成しました.入力項目としては,登

録番号,標本名,産地コｰド,産地名1(都道府県

名と市区町村名にあたる部分),産地名2(都道府県

と市区町村名を除いた字名など),ヨミ産地名2(産

地名2の読み方),1/5万(5万分の1地形図名),

∵∵κ1弱5"

㎝｡ゆ?1･･三･･1S･･･…fJ･･舳_一

金

灘

第2図採集地点図

TokyoJap娯

第3図標本ラベル
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第4図市区町村コｰド

ヨミ1/5万,採集者,ヨミ採集者,岩体･地層名,

標本の有無,薄片の有無,備考などがあります.標

本検索用ファイルヘの情報入力作業は,登録番号順

に進めてみました.この登録番号順による標本検索

用ファイル(第6図)を,①産地コｰド,②ヨミ産

地名2,③標本名(英名表示),④ヨミ1/5万地形図

名,⑤登録番号で,①→②→③→④→⑤の順序に従

って並べ変え,産地別ファイノレ(第7図)を作成し

ました.

これらのうち,岩石標本とともに保管されていた

古い標本ラベルに一部採集時期の明記されたものが

あり,多くは昭和20年代となっています.そのこ

とから現物を見て判断すると,現在までに登録され

ている岩石標本の中では比較的古いものが多く,そ

れらの中には産地名の不完全なものをはじめ,標本

の基礎情報が一部欠げていたりするものも沢山あり

ます.中には岩石標本そのものが行方不明という場

合もあります.そのようたことをはじめ間題はさま

ざまありますが,デｰタの不完全たものは不完全た

ままに一応入力することとし作業を進めました.

産地として都道府県名や市区郡町村名などが全く

不明で字名しか分っていないものは19件ありまし

た.これらについては,産地コｰドをつげることが

できません.従って,｢産地不明｣のコｰドを情報

入力時に設定して付げてみることにしました.その

結果,産地別出カリスト中の｢産地不明｣の項目に

それら19件(第8図)がまとまりました.その次の

段階として,これらの産地不明標本を含め,産地別

出カリストの内容チェック作業が開始されました一

実際の作業は,収蔵庫で,産地別出カリストの内容

と岩石標本およびそれと一緒に保管されている標本

ラベルの記載内容との照合が中心です.この作業の

過程で特に気付いたこと,特に採集者の自筆と思わ

れる標本ラベルの記載内容や岩石標本そのものに記

載された内容は見落とさず,そのリストの空欄にメ

モとして付げ加えました.

㊧｡自筆のラベルは重要な鍵

登録番号順の出カリストでは気付かなかったこと

ですが,前述の照合作業で作ったメモ付の産地別出

カリストを見ていてふとあることに気付きました.

産地不明標本19件の内の6件の標本ラベル内容に

関して,

①標本名は全てSi1tSt㎝e(シルトストｰソ)で一

致していること,

②毛筆で書かれた“小林''という人の姓であろう

と思われる記載があり,しかも全て筆跡が一致

していること,

③産地名とLて字名のようなもの,“萱ノ沢柳沢.

入口'',“梨平",“楢山'',“ヤナギタテ",“ヤサ

登録番号5350g原番号67TM501登録番号53510原番号67TM502

標本]一ト}P120標本コｰト"P120

標本名Btgrani七e標本名B七'granite

産地名1長野県木曽郡南木曾町産地名1長野県木曽郡南木曾町

産地名2長者畑林道産地名2長者畑林道

1/5万妻籠1/5万妻籠

採集者山田直利薄片ナシ擦集者山田直利薄片ナシ

地層名1苗木･上松花闇岩地層名1苗木･上松花闇岩

地層名2地層名2

備考196711.ll(採)備考196711.ll(採)

第5図標本ラベルのプリソタ出力

1992年12月号�
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岩石標本の産地を推理する

一4=7一

キ",“?澤(?は達筆すぎて判読不能)"としか

記載されておらず,都道府県･市区郡町村名が

全く不明であること,

という共通点を見い出しました.これらがヒントと

なり多分採集者は同一人物であり,なおかつ採集地

域は近接しているのではないかということを推理し

ました.

7｡大変役立った産地名辞典類

この推理に従って,r日本地名索引(下)｣(金井,

1981)からこの6件の地名をおのおの検索すること

にしました.それらの読み方,都道府県名,5万分

の1地形図名などは以下のようにリストアップで

きます.

梨平<行政区><1/5万地形図名>

①なしひら秋田市秋田

②なしだいら福島県関

③たしだいら新潟県高田東部

④たしだいら長野県白馬岳

楢山

①ならやま北海道渡島大沼公園

②ならやま岩手県一戸

③ならやま秋田県田沢湖

④ならやま新潟県加茂

これらについて｢新日本分県地図｣(国際地学協

会出版部,1992)で地図上の位置を確認しはじめま

した.まず手始めに秋田市にある``梨平''を探して

いる時,偶然近くに“楢山''という地名を発見しま

した.そしてこう推理したのです.｢もしかして,

それらの地名は,秋田市域内に存在するのではない

だろうか?｣

それで,他の地名も秋田市内で探しはじめまし

た.結果は,次の通り.予想はみごとに的中です･

①秋田市楢山

②秋田市下北手梨平

③秋田市下北手柳館

④秋田市下北手谷崎

⑤秋田市広面柳沢

⑥秋田市下北手通沢(前述の"?澤''は''通沢"と

表記されているのではないかと思い,自筆の古い標

本ラベノレで再度点検し,そう読み取れることを確認

しました.)

1992年12月号

今度は地質図との対応にたります.秋田地域の地

質(藤岡ほか,1977)の5万分の1図幅を参考にし

て上の各地点で｢Si1tStOneがでてもおかしくはた

い｣ことを確認してもらいました.この'ようだ苦労

のかいあって,長い間産地不明のままとなっていた

6件はここですっきりと解決しました.

こうなれば,残り13件についても,何とか調べ

られないものかと欲がでてきます.そして,産地名

に関して''日浦と黒森峠の問''としか記載のたい

2件についても｢日本地名索引(下)｣による調査を

試みました.普通の書き方としては,この2つの

地名はルｰトの両端を表し,場所としてはかたり近

いはずです.従って,この2ケ所の地名が隣接して

いる地域をみつげればよいだろうと考えました.

r日本地名索引(下)｣からまず``黒森峠"をリスト

アップすると,次のようになります.

①岩手県

②秋田県

③秋田県

④福島県

⑤愛媛県

葛巻

稲庭

六郷

猪苗代湖

松山南部

次いでそれらの近辺に“目浦''という地名のある

所を探したところ,予想通りの地域がありました.

“愛媛県温泉郡川内町目浦と黒森峠の間''で,地形

図名は``松山南部''.5万分の1地形図を実際にみ

ましたら,みごとにありました.みつけた時は感動

しました.標本名はどちらも``propy1ite''とたって

いましたので,これも地質図から確かめました.

同様の方法で,``須淵と島薄の問"も･“愛知県岡

崎市須淵町と額田郡額田町高薄の問''で,5万分の

1地形図名は“御油''ということが分りました一

これで残りは10件.この中の3件については村.

名が一応分っているので何とか調べられると確信し

ました.まず,地質標準課にあるr全国市町村名変

遷総覧｣(尾中,1979)で調べようとしましたが,

残念ながらこれは都道府県別に編集されていて直接

市町村名が検索できません.地質調査所の資料室な

ら何か適当な文献があるのではないだろうかと思

い,探してみました.｢市町村名変遷辞典｣(地名情

報資料室,1991)にめぐりあうことができました.

“これだ一''と思いっきり大声で叫びたい気持ちを

抑えながら調べました.

“小泉村大原"については,�
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松江千佐世

①宮城県本吉郡小泉村→本吉郡本吉町

②福島県田村郡小泉村→郡山市

③群馬県邑楽郡小泉村→邑楽郡大泉町

④山梨県北巨摩郡小泉村→北巨摩郡長坂町

⑤岐阜県安八郡小泉村→大垣市

⑥岐阜県可児郡小泉村→多治見市小泉町

⑦静岡県駿東郡小泉村→裾野市

⑧広島県豊田郡小泉村→三原市

の8件をリストアップすることができ,これらの

中に｢新目本分県地図｣で“大原"という地名の存

在している所としては``多治見市"しかないことを

つきとめました.

同様にして“宇戸村宇戸谷''と“東川村下山川''

についても各々``岡山県小田郡宇戸村→小田郡美星

町''と“高知県香美郡東川村→香美郡香我美町山川

下山川"であることが分りました.

結局,産地不明のままなのは,①目別の沢,②?

川(室戸層),③産地名はたく安キ川層,④男嶽3

号坑,⑤西沢,⑥森石田,⑦森田石,の7件にた

りました.しかし,②～③は四国室戸岬周辺という

予想が立ちますし,④は鉱床関係の文献から検索で

きる可能性を残しています.これからは,こういっ

たより困難た｢捜査｣を必要とする標本が,残って

いくことでしょう.

8.地質標本登録の意味

地質標本を登録するための準備作業に費やす研究

者の方六の手間が,大変なことは非常によく分りま

す･た畦たら,r登録のための記入はなるべく簡単

に｣とか,r地質標本ラベルと登録用紙は軍入内容

が重複している.片方だけで良いようにしてくれ｣

などといわれることがuましばあるからです.もち

ろん,登録のための研究者の負担をできる限り少な

くするようにシステムの内容自体にいろいろた検討

を加え,改良もしていますが,それでも研究者自身

の手で進めなげればならたい最小限の作業は,笹ひ

済ませておいて頂きたいと思います.特に職員の減

少は,研究者をよげい忙しくさせ,それを助けるア

シスタントも,全国の地理にはそれほど詳しくたい

アルバイトの人が増えています.ラベノレや登録用紙

への記入は,よくこうしたアルバイトの人に一任さ

れていますが,その場合にも,仕上がりには必ず研

究者が目を通し,正確を期してほしいものです.さ

もないとこの段階でおきたまちがいや脱落があとあ

とまで響きます.それらの誤りの多くは,項目別の

並べ変えで発見されますが,その段階まで来てしま

ってからの再修正は,相当の手戻りとなり日常の登

録作業の流れに支障をきたします.

多くの努力を抵って地質標本を登録することには

いくつかの重要な意味があります.そのうちで最も

大きいのは,試料に公共財としての性格を持たせる

ということでしょう.一度登録された標本は,もは

や研究者個人の私物としてではなく,原則として,

その利用は将来にわたって国内外の全ての研究者に

公開されることになります.このことは,学問上の

対立者を含めて追試の機会を平等に保証することを

意味し,そのことを通じて研究の客観性を保証し,

価値を高める役割を果たします.

聖｡おわりに

地質調査所の内外を通じて,標本を提供して下さ

る多くの方々に,ここで改めてお願いしたいこと

は,地質標本には上述のような重要た役割がありま

すので,｢面倒たた｣と思わないで,畦ひ標本自身

の内蔵している多くの'1青報が陽の目を見ることので

きるようご協力頂きたいと思います.登録用紙の記

入事項の省略や秘匿なども極力世ずに,分かってい

ることは全て記入して頂げたらと思います.

柴田ほか(1973)も指摘しているように,標本の

一点一点に付ける標本ラベルには,大きさの制約な

どから,傍報を全て表示することはできません.一

方,標本の持つ(それから引き出せる)豊富な情報を

フルに活用できるデｰタベｰスを構築する上では,

情報量は多い程よいといえます.この矛盾を解決す

るためには,登録のために標本が持ち込まれた時点

で,出来る限り関連情報を整備しておくことが重要

となります.

地質標本は,特別な事がない限り半永久的にいつ

までも残ります.あなたのまわりに眠っている地質

標本はありませんか?.地質標本は,研究者一人一

人の手から登録され,公開される目の来ることを待

っているかもしれません.

さらによりよい標本管理!ステムの開発は継続さ

れていくことでしょう.
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岩石標本の産地を推理する
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募集

『私の推薦する天然記念物』

あなたカミ天然記念物に推薦したい露頭や地形などを,写真に簡単な解説

を付けて本誌編集委員会までお寄せ下さい1応募資格は特になく,地質調

査所の職員である必要もありません､.気軽にご応募下さい.

〈原稿の書き方>＼

写真:カビネ～六切りサイズのプリント版(カラｰ可)1～2枚.

図面:必要に応じて付ける.写真と合わせて2枚以内.

解説:1行23字で30-60行程度.写真や図と合わせて1ぺ一ジに収まる

ように.
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